
岐⾩県修学資⾦受給者数と第1種返還免除要件
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医学部医学科
卒前教育(6年)

研修指定
病院

指定勤務

★地域枠以外の⼊学者と
同⼀カリキュラム

★医学科全学⽣平等に地域医療に
触れる機会あり

岐⾩県
内の臨床
研修病院

(23)

①うち2/3年（6年）は、
知事が指定する県内の医療機関に勤務。

②1/3年（3年）は、
⼤学を含む県内の医療機関に勤務。この間、
⼤学院⼊学可能。申請すれば4年を上限に県外
(国外を含む)での研修・研究可能。

学年
2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

合計
1種 2種 1種 2種 1種 2種 1種 2種 1種 2種 1種 2種 1種 2種

岐⼤-M1 10 16 15 3 25 3 25 2 25 6 25 7 25 1 188

岐⼤-M2 3 1 2 2 1 2 11

岐⼤-M3 3 1 1 1 2 8

岐⼤-M4 1 5 6

岐⼤-M5 4 3 7

岐⼤-M6 3 8 1 1 1 14

他⼤学 17 4 6 5 3 5 5 45
合計 10 47 15 25 25 10 25 10 25 12 25 15 25 10 279

【目的】
岐阜大学医学部、同附属病
院と研修医等が多く集まる
病院が、効果的な初期臨床
研修の実施と後期研修医等
を育成するコンソーシアムを
組織し、県内の臨床研修医
の増加と医師不足地域への
派遣により岐阜県の地域医
療の確保に資することを目
的とする。

岐⾩県医師育成・確保コンソーシアム

協⼒医療機関医師会

岐⾩⼤学医学部
地域医療医学センター

CRM=事務局
医学教育開発研究センター

MEDC

岐⾩県総合医療ｾﾝﾀｰ

岐⾩市⺠病院

中濃厚⽣病院同附属病院
医師育成推進センター

CCT

臨床研修プログラム作成 キャリアパス作成

初期臨床研修医 後期研修医等

岐⾩県医学⽣
修学資⾦貸与者

（岐⾩⼤学地域枠）
(第2種)

その他希望者

岐⾩県
⾃治医⼤卒業医師

医師不⾜地域
医療機関

岐⾩県
医師育成・確保
コンソーシアム

＝岐⾩県地域医療
⽀援センター

(H22年9⽉結成)
構成(幹事)病院

⾼⼭⾚⼗字病院

松波総合病院

⽊沢記念病院

⼤垣市⺠病院

県⽴多治⾒病院

【主な機能】
医師会や協力医療機関と
の連携のもとに、岐阜県医
学生修学資金制度と一体
的に運用し、研修医が安
心できる教育体制整備と

その質向上による育成力
強化に基づく医師確保を
達成する。

（１）初期臨床研修医教育研修機能強化
・病院連携初期臨床研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの策定
・研修医ｾﾐﾅｰ開催支援
・教育ﾂｰﾙの配備
・地域医療研修ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ(195名/5年)
・臨床研修病院ﾏｯﾁﾝｸﾞ協議会との連携
・臨床研修指導医養成講習会の開催
(9回/5年、336名認定、MEDC,CCT協力)

（２）指定勤務中のｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ⽀援と
医師不⾜病院の医師確保

・専門診療科の希望をふまえたｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ
支援(所属医局/構成病院指導医と連携)

・指定勤務病院へ構成病院から指導医
派遣財政支援

・学会発表等の財政支援
・ｷｬﾘｱﾊﾟｽには一定期間の医師不足病院
/地域での勤務を含み、医師確保に寄与

（３）事務局機能
・各医師のｷｬﾘｱﾊﾟｽ管理、指定勤務ﾙｰﾙ
(内規)の所属医局/構成病院指導医への
周知徹底

・初期臨床研修医/指定勤務医師との
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

・構成病院/支援機関と情報共有・連携

修学資⾦貸与者卒業後の状況とｺﾝｿｰｼｱﾑの特徴
① 研修医や義務年限医師が、「岐阜県内の病院で勤務すれば自分自身が

成長できる」という実感を得られるような(ドロップアウトも少なくなる)指導・

医師育成体制の確立なくして医師確保はできない、との基本理念に基づ
いて体制整備した。

② コンソーシアムという岐阜大学主導でも岐阜県主導でもない中性的な体
制を取ることによって、この基本理念を岐阜県内病院のすべての指導者
が共有できるとともに、岐阜大学関連病院のみならず名古屋大学・名古
屋市立大学等県外大学関連病院とも一丸となった育成システムを提供で
きる。

③ 指導医派遣システムや臨床研修指導医養成講習会の開催などを通じて、
構成病院以外の医師不足病院でも医師育成ができる＝医師派遣を受け
ることができる体力をもてるよう配慮している。

④ 初期臨床研修2年次の地域医療研修を、都市部の医師数が比較的充足

している病院の研修医が、地域の医師不足病院とその周辺の診療所など
で策定される地域医療研修プログラムを選択できる体制をコンソーシアム
がコーディネートし、研修医が患者の診療動線に寄り添った真の地域医
療を体験できるとともに、派遣元病院と派遣先病院の連携体制強化に寄
与している。

⑤ 岐阜県内病院の医師派遣は、現状でも多くが大学医局人事の体制で継
続しており、今までどおりの医局人事・医師派遣のシステムを崩さず、しか
も義務年限のルールに従ったキャリアパス策定を医局人事担当者に説明
を尽くすことに注力している。これは岐阜大学のみならず、他県大学医局
の医師派遣システムでも同様である。

⑥ コンソーシアムは実際のキャリアパス策定にあたっては、医師本人の意
向を踏まえ、医局および指導医と連携しながら、ルールを遵守したキャリ
アパス策定支援および管理・記録を行う。

⑦ コンソーシアム事務局を岐阜大学医学部附属地域医療医学センター
(Center for Regional Medicine:CRM)に置くことによって、岐阜大学医学

部医学科学生卒前～卒後のシームレスな育成体制構築に役立っている。
さらに、他県大学、岐阜県、医師会、病院協会、地域医療振興協会、全国
地域医療教育協議会などとの風通し良い連携実現につながっている。

修学資⾦受給者卒業後の状況(H27年4⽉1⽇時点)
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人数 2 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 3 1 1 2 1 1 3 2 2 1 48 85

入局者 2 (1) 3 1 1 1 (1) 2 2 3 1 2 1 1 3 (1) 1 1

圏域 岐阜 西濃 中濃 東濃 飛騨 県外 合計

初期研修 29 5 7 0 7 0 48
指定勤務 11 2 0 1 4 3 21
指定明け 8 3 0 0 3 2 16
合 計 48 10 7 1 14 5 85

卒業大学
岐阜 旭川医 新潟 富山 福井 浜医 名古屋

名古屋
市

島根 愛媛 高知 大分 宮崎 合計

人数 67 1 1 1 3 1 1 1 2 4 1 1 1 85

H27年3月18日現在

（ ）は名古屋大学医局入局者

⼊局率
28/37(75.7%)










